
ふるさとひょうご寄附金 兵庫陶芸美術館「最古の登窯焼成公開事業」 

みなさまからお寄せいただきましたご寄附をもとに、 
子どもたちへの感動体験事業等を展開しています。 

 
 

令和 7 年度は大阪・関西万博に合わせた「ひ
ょうごフィールドパビリオン」関連事業として
行われた「最古の登窯」の大規模な焼成などを
支援しました。 

令和 8 年度も引き続きご支援くださいますよ
うお願いします。 

 

ふるさと納税制度による令和７年度ふるさとひょうご寄附金の県立美術館・博物館応援プロジェクト・

兵庫陶芸美術館「最古の登窯公開焼成事業」に多くの皆様からのご賛同、ご支援をいただきました。心か

らお礼申し上げます。 
 

  令和７年度寄附金額 

 

 

 

(1) 最古の登窯焼成の公開とおもてなし 

令和 7年 5月 30日(金)～6月 1日(日)の最古の登窯の焼成期間及び｢丹波

焼の里春ものがたり｣の期間(5 月 3 日～5 日)を通して、一般の方に自由に

見学いただくとともに、丹波焼の里サポーターの協力を得て現場での案内

解説などを行いました。 

 

(2) やきものづくりと最古の登窯の焼成体験の開催 

親子でやきものづくりと薪くべなど最古の登窯での焼成体験を行うこの

事業。令和 7年 3月 20日(木･祝)に親子約 100名が｢立杭 陶の郷｣で作陶し

た作品を、5月の焼成時には自分たちの作品が焼かれている窯への薪入れを

行う体験などに多くの家族が参加しました。 

 

(3） 子どもたちにやきものづくりの感動を届ける出前講座の開催 

丹波焼の里へ出向くことが困難な小学校等を対象に、「丹波立杭焼伝統工芸士会」とボランティアグ

ループ「陶芸文化プロデューサー」、兵庫陶芸美術館が連携して学校へ出向き、やきものづくり体験を

行う出前講座を 7校 17クラス開催しました。約 470名の生徒を対象に、伝統工芸士による電動ロクロ

の実演や生徒による体験、丹波焼の土を使った器づくりなど丹波焼を知る有意義な時間を過ごしまし

た。 

 

件 数 金    額 

  ６件 ４６０，０００円 

中学校 小学校

 

保育園 

保育園 


